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I am interested in how to express topos based on the alley in Tokyo. It is like 
"atmosphere" every people experience every day in their daily life as a living landscape. 
Along with modernization, this "atmosphere" is gradually replaced what is different 
context of the place, and the place is homogenizing. In response to such a situation, I will 
reconsider the relationship between place and architecture through designing space that 
encompasses topos that based on the alley, by reading the "atmosphere" of the place 
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1. はじめに 
  私は東京の道を端緒とする場所性の表れ方に興味があ
る。それは生活景としてあらゆる人が日常生活の中で
日々享受している「空気」のようなものである。現代に
おいて、この「空気」は徐々に徐々に場所の文脈とは異
なるもの置き換えられていき、場所は均質化していく。 
	 このような現状に対し、場所の「空気」を読むことで
道を端緒とする場所性を内包した空間の設計を通して、
場所と建築の関係を再考する。 
	 本計画では、雛壇擁壁沿いに緑地がパッチ状に点在す
る新宿区早稲田・豊島区高田地域を対象とし、場所の更
新のオルタナティブとしての集合住宅を計画する。 
 
2. 下地となる思想 
（１）時間の地図ーミクロの時間	
	 アメリカの文化人類学者であるエドワード・T・ホール
は「The	Dance	of	Life（文化としての時間）」において
時間の地図を記している。その地図には一つの時間の概
念としてミクロの時間が挙げられている。	
ミクロの時間とは各文化に固有で独自のものであり、基
層文化に対応し、基層文化の産物である時間体系である。
また、ミクロの時間には単一的時間-「Monochronic	Time」
と多元的時間–「Polychronic	Time」の 2 つの時間体系が
存在すると述べている。	
（２）Monochronic Time と Polychronic Time 
	 	Monochronic	Time	-	単一的時間とは一度に一つのこ
としかしないやり方、線形的であり、	Polychrnic	Time	-	
多元的時間とは一度に多くのことをするやり方、点的で
ある。本計画では基層構造に基づく場所の持つ多元的な
「空気」を内包したポリクロニックな思想からなる場所
と建築の関係を構想する。	
	
	
図 1	 時間体系図	
	
3. 対象地について 
（１）歴史的背景 
新宿区早稲田・豊島区高田地域の歴史的な形成過程を３
つの時代区分から辿る。	
-1	時代：江戸時代	
	 	建築類型：大名屋敷、下屋敷、社寺	
	 江戸時代より落合目白崖線周辺には大名屋敷、社寺な
どが続いており、斜面林が連綿と続いていた。また現在
の多くの坂道などはこの時代に形成されている。	
-2	時代：明治・大正時代	
	 	建築類型：大名庭園、教育施設、邸宅、社寺	
	 肥後細川庭園、学習院大学、根生院などを拠点とした
緑地帯が崖線に沿って帯状に分布していた。	
-3	時代：昭和・平成時代	
	 	建築類型：教育施設、公共施設、公園、住宅街	
□周辺が現在の住宅街に移り変わった大きな要因として
戦後の住宅供給の際に大谷石を主とした雛壇擁壁が造成
されたことがあげられる、これが現在の早稲田・高田地
域の骨格を形成している。連綿と続いていた緑地帯は、
現在では不連続であり緑地の規模が縮小してきている。	
（２）環境的背景	
	 東京都において崖線と緑地帯には密接な関係がある。	
東京都２３区には主要な崖線として南北崖線、目白落合
崖線、国分寺崖線、立川崖線などが存在する。また、東
京都２３区における主要な緑地帯は崖線沿いに面してお
り、対象地を含む落合目白崖線と一帯の緑地帯もその一
つである。	
	
	
図 2	 東京都 23 区の崖線と緑地	
	
	 立川崖線を控える国立市や国分寺崖線沿いなどの事例
から崖線上のエコロジカル・ネットワークにおける中枢
地区（図 3）、回廊地区（図 4）、拠点地区（図 5）など
の保全活動が現在活発であることが伺えるが、これらの
地区を安定させるための緩衝地区（図 6）となる民有緑地
などは整備が進んでいないのが現状である。	
	
	 図 3	 皇居	 	 	 	 	 	 	 	 図 4	 善福寺川緑地帯	
	
	 図 5		江戸川公園緑地	 	 	図 6	 都内の庭や空き地	
 
	 対象地は学習院大学、おとめ山公園、江戸川公園、椿
山荘、目白台運動公園などの拠点地区、回廊地区となる
神田川などの環境帯に囲まれている。また周辺の調査か
ら対象地には緑地がパッチ状に点在しているが、各々の
関係性が希薄で緩衝地区として規模に達していない。	
	
	
図 4	 周辺域の緑地帯と対象地に点在する緑地 
 
（２）雛壇擁壁と建築の現状とその要因 
-1 表通りとなる坂道側に入り口が設けられるため、擁壁
を跨いだ上下の建物と建物は関係が遮断されており関係
性が生まれにくくなっている。また平地の住宅街と比較
すると擁壁によって隣棟間隔が広がるため建物間の空間
が残余地となっている。（図 8）	
	
図 8		
−2	擁壁沿いは敷地境界線からセットバックして建てな
ければいけないため、建物を擁壁に寄せて建てることが
できない。その結果、擁壁と建築の間にデットスペース
が生まれる。（図 9） 
 
図 9  
−3	平成以降ミニ開発などの宅地開発が点々と行われて
いる。その際に袋小路を設けそこから建物にアクセスす
る形式を取るため、建物は擁壁に背を向けるように建ち、
関係は袋小路沿いで完結してしまう。（図 10） 
 
図 10		
	 雛壇擁壁と建築群の関係は現在切り離されており、雛
壇擁壁沿いには多くの残余地、デッドスペースが生まれ
ている。またミニ開発による建物はどこでも成り立って
しまう単一的な方法で場所との関わりを遮断している。 
 
4. 設計手法	
（１）場の空気を読む	
場所の空気を読む方法の一つとして対象地に点在する緑
地空間の現況を構成される要素（用途や物）と植生を表
としてまとめた。（図 11）その中で雛壇擁壁沿いの空間
とパッチ状に点在する緑地には大きく３つの固有性が読
み取れた。 
図 11	 要素・植生表	
	
-1 擁壁の上部に設けられた空間 
	 残余地となるこの空間は主に
は外庭として利用されており稀
に空き地となっている。北側斜面
地の良好な環境を示す場所とな
っており、植生が豊かである。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 				
-1	
-2 擁壁空間 
	 擁壁が雛壇状に造成された対
象地には擁壁空間多数存在する。
擁壁空間には高密度で蔓や蔦が
つたい、苔が生している。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 -2 
-3 共有空間 
	 擁壁を跨いだ上下の建物間の
デッドスペースや残余地によっ
て生まれる空間で、残余地と擁
壁空間デッドスペースとデッド
スペースデッドスペースと擁壁
空間などの様々な共有空間が存
在する。これらの共有空間には                    -3 
擁壁を跨いで草木が繁茂し、蔦や蔓がつたっている。  
	 以上の緑地空間が持つ３つの固有性はそれぞれが異な
る環境下にあることによって成立しており、対象地には
日射、風、擁壁の質料と状態などの差異により多様な環
境が点在している。これらの多様な環境を内包する事で
連続的な緑地帯を形成を目指す。 
（２）ポリクロニックな設計手法	
道と緑地と建築をつなぐ Polychronic な手法を提案する。
戦後の住宅供給の際に造成された大谷石を主とした雛壇
擁壁は対象地において場所の骨格となっている。（図 12）
点在する緑地をこの骨格を軸として立体的な緑地帯とす
るために、擁壁レベルに設けられる中階テラス、擁壁沿
いの道を構成するエキスパンド歩道・蔓蔦柱、隣棟間に
草木を引き込む飛び石道などを設計言語として用いる。 
 
図 12	 対象地の擁壁ラインと街並み 
 
図 13	 Polychronic な手法	
 
5. 計画地について	
（１）現在の状況 
-1 擁壁で分断された関係 
	 雛壇状の擁壁がつくる高低差
１２m の複雑な地形により計画地
は７つのレベルで分断されてい
る。(図 14)	
図 14	 色別高低差	
-2	四方に配された袋小路	
	 分断された７つのレベルにはそれぞれの高さに接道す
る道や袋小路が設けられており、計画地は４つの袋小路
に含んでいる。(図 15)	
	
図 15	 接道のために設けられた袋小路	
-3	擁壁に囲まれた谷底地	
	 計画地で谷底にあたる土地は
東、西、北の 3 方向に擁壁が面し
ており(図 16)、北側には二段擁
壁による残余地が発生している。
(図 17)	
図 16	 擁壁に囲まれる谷底	
図 17	 北側擁壁の現況写真	
−4	間口狭小による新築不可	
	 谷底にあたる土地は現行の建
築基準法の接道義務を満たして
いないために新築の建て替えが
できない状況にある。 
 
図 18	 再建築不可の土地に立つ建物 
6. 設計について	
（１）計画 
-1 共同建て替えの提案 
	 谷底の土地を中心とし
た擁壁に接する土地の共
同建て替えを行う。 
	 現状の建物は敷地面積
に対して建ぺい率５０〜
６０%ほどで建てられて
いる。(図 18)  
 
図 18 
-2	道と建築	
	 対象地の骨格である雛
壇擁壁沿いにエキスパン
ドメタルを用いた道を敷
き、建築をこの道に接続
するように更新していく。
擁壁レベルごとの敷地面
積に対して分棟方式で建
てることで地の空間に多
様な形、環境を作り出し、
緑地をつなげる。(図 19)	 	 	 	 	 	 	 	 	 図 19	
-3	立体的な広がり	
擁壁に面する建物が徐々
に更新されていき、エキ
スパンド歩道と擁壁沿い
の建築が広がっていくこ
とで擁壁を骨格とした立
体的な緑地帯と建築群と
道を形成される。(図 20)	
	
図 20	
（２）設計	
	 敷いた道と既存袋小路との接道の関係や地の空間への
採光、通風などの条件から一棟ごとに一層分をピロティ
やテラスとして解放し、道として通り抜けできるピロテ
ィやテラスのある棟には共同キッチンや街角休憩所、ラ
ンドリーなどを設ける。それ以外の空間を賃貸住戸とし、
ピロティ下はダイニングキッチンやトイレ、風呂などの
水回りユニット、ピロティ上をリビングや寝室などの居
住ユニットとする。 
	 居住者や利用者は緑地帯となる地の空間、ピロティや
テラス、道、室を行き来する立体的な生活の中で、場所
の「空気」を享受し、生活景を構成する一部となる。 
	 建築の建ち方によって立体的な緑地帯を形成すること
で対象地は緩衝地区としての役割を持ち、場所の「空気」
を内包した生活空間となっていく。 
 
平面図	 GL±0 
 
平面図	 GL＋3500 
 
断面図	 A-A’ 平面図	 右GL＋5000	 左G
L＋7000 
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